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歴史を考える資料として文学作品を眺め
た場合、文学作品がもつ特徴のひとつは、
それが書かれた時代の全体を反映している
ことである。この文学作品の特徴に着目し
て、トゥルク民族における女性像、つまり
女性についてのイメージの歴史的な変遷に
ついてこれから見ていきたい。
まず、講演のメインテーマとして、アナ
トリアのトゥルク民族の女性像がどのよう
に文学作品に表れているかについて概観す
る。ただ、その説明のためには、トゥルク
民族の歴史から話を始める必要がある。と
いうのは、アナトリアで生活しているトゥ
ルク民族は過去の歴史や伝統を受け継いで
いるからである。
そのトゥルク民族の歴史を念頭に置いて、
本日は、文学作品における女性像の変化を3
つの段階に分けて記述することとする。
先イスラム期
最初は、トゥルクがイスラムの影響を受
ける以前、つまり先イスラム期の文学作品
について述べたい。トゥルク民族の発祥の
地は中央アジアだといわれている。ここか
ら、その後、移住をしていった。ただ、こ
の時代について書かれているものは、ほん
の少しである。この時代のトゥルク民族が
どんな社会を営んでいたかについては、研
究者たちの意見は二つに分かれている。一
つの意見は、最初からトゥルク民族は、
ずっと男子家長制で畜産を営んでいたとい
うものである。それに反してもうひとつの
意見は、最初は女子家長制で農作業を営ん
でいたけれど、移住することにより男子家
長制に移行していったというものである。
トゥルク民族は、紀元前3世紀頃から、夏
には高地の大草原で畜産を営み、冬には低
地に降りてきて農作業を営んでいた。彼ら
の一番大切な収入源は、近隣諸国やヨー
ロッパ、エジプトなどに馬を売ることで
あった。何故ならその時代の馬は、交通手
段としてだけでなく戦争のための兵器とし
ても用いられていたからである。この時代
のトゥルク人は、夏はパオで、冬は木で作
られた家や日干し煉瓦の家で生活していた。
さて、つぎに宗教についてであるが、過
去のトゥルク民族には、トーテミズムと心
霊信仰のアニミズムの痕跡が見られる。し
かし、彼らが一番信仰していたのはギョク
タンルである。ギョクタンルとは、万能の
神のことである。宗教儀式は、カム、バク
ス、シャーマンと呼ばれている人たちに
よって行われていた。シャーマンの幾人か
は女性であった。
生活条件の厳しさが、過去のトゥルク民
族の生活習慣や風俗のあり方に強く影響を
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与えていた。家族形態は、男子家長制をと
り、結婚する際にはお互いに気に入った者
同士であるだけではなく、双方の家族の同
意も必要であった。結婚した後には、必ず
子供が望まれた。とりわけ、男の子が望ま
れたが、女の子が生まれても喜ばれた。と
いうのも、とにかく子供が産まれることが
重要だったからである。
日常生活で、女性たちは子育てと家事に
もっぱら従事した。しかし、必要とあれば
経済、政治、宗教活動にも参加していた。
石碑に書かれた碑文によると、ギョクトゥ
ルク族の国王の横には必ず夫人が同伴して
いた。夫人の力は強く、夫人のサインがな
ければ何も決められなかった。この碑文の
一つには、現在日本人も発掘作業に参加し
ている8世紀のオルホン石碑が上げられる。
次に、この時代に関する文学作品の例を
ご紹介したい。中央アジアのアルタイ地方
に住んでいたトゥルク民族の神話では、女
性は神に知恵を授ける存在として描かれて
いる。宇宙が創造される前、世界は一面の
水に覆われていた。そこに、鳥の形をした
神がいた。この神は一人ぼっちでいること
が退屈になり、何をしようかと考えていた。
すると、水の中から一人の女性が現れてき
て、神に「万物を創造しなさい」と言った。
その女性の声を聞いて、神は万物を造り出
した。
フン王国とギョクトゥルク王国の叙事詩
物語では、女性は、神聖な母として表現さ
れていた。フン王国の叙事詩であるオーズ
カーン叙事詩物語は、メテというフン帝国
の王について書かれたものだと言われてい
る。カーンというのは、王という意味であ
る。このオーズカーン叙事詩物語に登場す
るメテの妻は、とても綺麗で、神から送ら
れた神聖な女性として描かれている。
ギョクトゥルク王国の叙事詩物語と言わ
れているボズクルト叙事詩物語では、滅亡
しかけていたトゥルク族がもう一度復興す
る過程が書かれている。トゥルク民族は、
オオカミを神聖なものとして認めていた。
この叙事詩では、オオカミがギョクトゥル
ク族の最後に残った小さな男の子を育て、
その子との間に10人の子供を作るのである。
この10人の子供たちが、その後、ギョク
トゥルク族を復興させることになった。
このように雌のオオカミから産まれたと
信じられているので、ギョクトゥルク族の
簱にはオオカミが描かれているのである。
さて、このギョクトゥルク族の国は分裂
し、そのあと、ウイグル族の国が成立した。
ウイグル族は、当初は、ギョクトゥルク族
と同じように遊牧民として移動生活をして
いたが、仏教の影響によって定住生活を始
めるようになった。村や町が作られ、農業、
手工芸、商業などを生業とするようになっ
ていった。この時代を研究している研究者
たちによれば、世界で最初の印刷はウイグ
ル族が始めたと言われている。
このウイグル族の叙事詩であるトゥレイ
シュ叙事詩物語には、ウイグルの国を建国
したといわれる王の誕生について書かれて
いる。この叙事詩によると、ウイグルの国
が作られる前、土地を支配していた王に、
とても賢くて綺麗な二人の娘がいた。王は、
二人の娘を神と結婚させたかったため、他
の誰とも知り合う機会がないようにと閉じ
こめてしまった。この王のもとに神から一
匹のオオカミが送られてきた。この狼と下
の娘が結婚することになった。そして、男
の子が産まれ、この男の子がウイグルを建
国した。この叙事詩物語の特徴は何かとい
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うと、女性である母親から神聖さが失われ、
それにかわって、男性である父親が神聖な
者として認知されるようになったことであ
る。
イスラム期
つぎの第2の段階として、イスラム時代の
トゥルク民族の文学について説明したい。
トゥルク民族は8世紀よりイスラム教を受け
入れ出した。この時代からトゥルク民族の
一部は西の地方に進出を始めた。そして、
セルジュク朝をつくり、さらにオスマン帝
国を成立させた。最初に、イスラム教にも
とづくトゥルク国家が成立した10世紀以降、
国家体制はイスラム法によって管理される
ことになった。
このイスラム法にもとづく国家体制は、
女性の生活に制限をもたらした。この制限
は、人々の生活様式が遊牧生活から定住生
活に移行するにつれて、強くなっていった。
15世紀にコンスタンチノープル、現在のイ
スタンブルが征服された後、それまでこの
都市を首都にしていたビザンツ、つまり、
東ローマ帝国の宮殿文化の影響が征服者た
ちであるオスマン帝国の宮殿にも見られた。
そのため、オスマンの宮殿では、男性用の
宮殿であるセラムルックと女性用の宮殿で
あるとハレムリックの二つに分かれた構造
をもつものがみられるようになった。セラ
ムルックという言葉の意味は、男性の客人
をもてなす場所というものである。この文
化が、後に、宮殿の生活に憧れた上流階級
の人々の大邸宅でも見られ始めた。
さて、このような古典の時代から現代に
至るまで、他の社会と同様に、トルコで
も、女性の社会的地位や役割は、その人の
教養の程度や経済的条件によって違いがあ
る。例えば、イスタンブルに暮らす富裕層
の女性には上品さと繊細さが求められてき
た。一方、それに対して、貧困層の女性に
は家事や畑仕事をする役割が期待された。
オスマン帝国の時代では、上流階級の女性
の日常は、家のハレムで刺繍をしたり、他
の女性たちと遊びながら過ごしたりするこ
とであった。そして、これらの女性たちは、
外に出ることを制限された。他方、村や遊
牧民の女性たちは、家の外で働いているた
め男性たちと同じ場所にいることができた。
このような特徴は、男女がともになって踊
る伝統的な民族舞踊にもうかがうことがで
きる。
文学作品においても、全体的な傾向とし
てみれば、上流階級が好んで読む高級文学
では、女性は上品で繊細な存在として描か
れ、他方、一般庶民が読む大衆文学で好ま
れる女性は、がっちりした質実剛健タイプ
に描かれている。
次に三つの生活様式、つまり遊牧生活、
地方の小都市での生活、イスタンブルのよ
うな大都市での生活において、女性の社会
的地位がどう異なって描かれているかを、
三つの文芸作品を例にとりながら、紹介し
たい。
オーズトゥルク族がイスラム教になり中
央アジアから西部に移動したことによって、
一般的には、定住化が進んだといわれてい
るが、まだ多くの人々は遊牧生活を続けて
いた。この遊牧民の生活について書かれて
いる伝承文学がある。その中で、デデコル
クト伝承は、トゥルク文学の重要な作品の
うちの一つと今日認められている。この伝
承文学は、イスラム教支配下のトゥルク社
会における女性の社会的地位を示す観点か
ら、非常に重要な意味をもつ作品である。
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この作品は、作者不詳だが、12の物語か
ら成り立っている。物語は、デデコルクト
と呼ばれている、伝説化された吟遊詩人の
語り口調で語られる形式をとっていて、さ
きほど述べたオーズカーン叙事詩物語の続
きと考えられている。
さて、この物語は、11世紀に西アジアで
語り始められ、さらに、アゼルバイジャン
と北東アナトリア地方で語り継がれていっ
た。何百年もの間、世代から世代へ口頭で
語り継がれてきたこの作品は、16世紀に
なって初めて文字で記録されたと推定され
ており、今日に伝えられることになった。
この物語の一番重要な特徴は、トゥルク民
族がイスラム教の支配下にあった、11世紀
より16世紀までの時代の痕跡を残している
ことである。このデデコルクト伝承で描か
れている女性たちの中には、実際に歴史上
存在した人物もいる。
イスラム以前の時代における家族構造と、
このデデコルクト伝承にみられる、イスラ
ム教の支配が成立した以後の家族構造には
大きな類似点がある。デデコルクト伝承に
描かれた家族では、父親は家長であり、父
親の血統が代々受け継がれていく形がみら
れる。しかし、この伝承を丁寧にみていく
と、父系血統主義の下であっても、女性に
もさまざまな権利があったことが分かる。
まず、夫を自分の意志で選んでいること。
つぎに、家庭内のことについて独自に決断
していることである。また、女性も個人の
財産を独自に所有していた。これら女性た
ちは知恵があり、聡明で、武器をあつかう
ことも上手であり、そしていわゆる良妻賢
母だった。
二つ目の作品は『ケレムとアスル』の物語
である。この物語は17世紀の作品で、今日
でもひろく愛読されている。どんな物語か
といえば、現在のイランに位置する場所に
あったイスラム教の国の王子ケレムと、そ
の同じ国の大臣でイスラム教徒ではなくキ
リスト教徒の娘、アスルの恋物語である。
この物語では、最初、都会を舞台にして
始まった話が、アナトリア地方の村、そし
て、小都市、さらに山や平原地帯に展開さ
れていく。作品の中で、異なった二つの女
性のタイプが登場している。まず、アスル
の母親。これは、夫と娘に対して権勢をふ
るうタイプの女性である。この母親は自身
が歯科医であり、娘のアスルがケレムと結
婚することを認めようとしない。娘の後を
追いかけてやってきたケレムに娘を会わせ
ず、別の場所へ移してしまうのである。こ
の母親の夫、つまりアスルの父親は、妻の
言うとおりに従い、逆らわない。アスルは、
非常に綺麗な女性であるが、能力といえば
刺繍以外にできることもなく、両親の言う
ままにしか動けない。彼女は、自分がケレ
ムに恋していることも物語の最後の部分で
やっと気がつくのである。
さて、ケレムの話を聞いた周りの人たち
は、二人を結婚させようとするが、アスル
の母親は、気にいらない。しかし、この母
親もついに周囲の圧力にまけて、二人の結
婚に同意せざるをえなところに追い込まれ
てしまう。それでも、この母親は、二人に
性的な関係を持たせないように工作する。
さらに、結婚式の夜に、母親は、ケレムに
呪いをかけ、その呪いのために、最後には、
二人は焼け死ぬことになってしまうのであ
る。
この時代について最後に取り上げる文学
作品は、メッダーと呼ばれる話芸によって
語られた物語の一である。イスタンブルは、
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17世紀には、商業、文化、芸術などのあら
ゆる面で、オスマン帝国の中心として世界
で指折りの都市となっていた。15世紀より、
イスタンブルをはじめ、この時代の各地の
都市で、メッダーと呼ばれている芸人が話
芸を語り始めた。
メッダーは落語に類似している芸能であ
る。このメッダーには17世紀から19世紀に
かけての大都市での生活がよく描写されて
いる。メッダーでは、主人公はたいがい男
性で、それを中心に物語が展開していくが、
物語を聴く側にとっては、女性の登場人物
の方に関心が向かうことが多かった。
メッダーに登場する女性には、いろいろ
なタイプがあるが、中でも特徴的なタイプ
は、美人で、賢く、社会生活においても活
動的な女性である。
ある話では、18歳の若い未亡人が、道で
出会った魅力的な男性を自分の家に連れて
帰ってしまうのである。裕福な商人である
彼女の父親は、自分に似た裕福な商人と結
婚させたいと思っていたが、娘が好きな男
性を連れてきてしまったので、仕方なくそ
の貧乏な男性に娘の結婚のためにと準備し
ていた支度金を渡してしまうのである。
つぎに、ヨーロッパスタイルのトゥルク
文学について述べたい。1839年でのタンジィ
マートと呼ばれている政治改革によりオス
マン帝国は、近代化という西洋化の道を歩
み始めた。政治体制も立憲君主制に変わっ
た。新しい社会秩序に入ったこの時代では、
自由化も進み、さまざまな社会変化が起こ
るようになった。女性の社会的な地位も急
速に変化をし始めた。19世紀には、ヨーロッ
パで社会の中における女性の自由について
研究が急速に展開した。その影響により、
ヨーロッパに憧れたトゥルクの作家たちの
作品の中でも、社会における女性の自由が
テーマになっていった。このようにして、
オスマン帝国の時代でも、女性のかかえる
社会問題が話題になるようになり、それに
とりくむ研究や活動が始まった。この研究
や活動にたずさわった女性の多くは、ヨー
ロッパで教育を受けたエリート層であった。
立憲君主制の時代に入ると、女性も社会
に参加することが国の発展に必要だと言う
意見を主張するグループも登場してきた。
その意見を主張する作家の一人は、女性の
権利を認めるにあたっては、女性の権利を
認めていた大昔のトゥルク民族の伝統に戻
るべきだという議論を展開した。そのグ
ループは、会議や集会を開くとき、イスラ
ム教が求める男女別席ではなく、同席にす
るべきだと主張し、実際に同席した。こう
して、女性は、民事にかかわる法的領域や
教育の分野などで権利を拡大していった。
初期の女性権利擁護団体に参加した
女性たち（19世紀）
（出典：http://gizlenentarihimiz.blogspot.jp/
search?q=Halide+Edip+Ad%C4%B1var）
19世紀後半、社会改革や政治改革の機運
が高まると、文学にも新しい時代がやって
きた。ヨーロッパの影響で新しい思想や文
芸形式がトルコ文学に取り入れられるよう
になった。この時代の小説には、女性が事
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前に一度も会わない相手と結婚することの
問題、夫婦間の不公平の問題、権利と自由、
ヨーロッパスタイルの服装の流行、奴隷制
についての議論、女性の教育の是非、女性
が職業をもつことの意味など、女性をめぐ
るさまざまなテーマが文学に書かれ始めた。
このような傾向に対して、保守的な作家
たちは、女性に男性と平等の権利を与える
ことはイスラム教に反すると指摘し、さら
に、女性に権利を与えることは、民族に
とって、利益よりも害をもたらすと主張し
た。
次に、第1次世界大戦の時代について述べ
たい。この時代、オスマン帝国の軍隊は各
地で戦争をしていたが、1914年、ついに第
一次世界大戦に参戦した。参戦後すぐに、
敵国の軍隊がイスタンブルを含むアナトリ
ア全域を占領した。その結果、帝国も軍も
窮地に追い込まれた。苦戦の末、4年後の
1918年に条約を結び、終戦を迎えた。第1次
世界大戦の敗戦の結果、オスマン帝国の領
土は、縮小を余儀なくされた。この状態が、
戦前から始まっていた独立運動をより強く
刺激することになった。
この独立運動に、女性の作家も作品を書
くことで参加した。また、戦争によって男
性の人口が減ったこともあり、女性が労働
の担い手として進出を始めた。戦争中は、
女性も病院、郵便局などで働いたり、戦っ
ている軍隊に服や食べ物を準備する作業に
従事したりするようになった。また、前線
への武器や弾薬の輸送にも従事し、必要で
あれば男性と一緒に戦場で戦った。一方、
これとは逆に、戦争に反対する女性も現れ
た。アナトリアと特にイスタンブルでは、
戦争反対の活動に参加する人たちの活動が
活発になった。この時代の文学作品には、
現実に起こった事実を描く作品が多くみら
れた。
トルコ共和国建国以降
最後に現在のトルコ共和国の成立以降の
ことを述べたい。第一次世界大戦の戦勝国
がトルコを占領し、その分割を企てようと
したとき、それらの国々に対して独立戦争
に立ち上がり勝利を手にした。その結果、
1923年、トルコ共和国が成立した。今日の
「トルコ」という名前の国家がここに誕生し
た。イスラム教の戒律や、イスラム教支配
下のトゥルク民族の伝統にのっとったオス
マン帝国に代わりに、政教分離を原則とす
るトルコ共和国が生まれたのである。共和
国成立後、最初の大統領となった、建国の
父アタトゥルクは、女性に近代的な生活が
できるようさまざまな改革を実行した。こ
の時代の到来によって、女性は、良妻賢母
であるだけでなく、教育や職を持つことも、
奨励されるようになった。
トルコ共和国初代大統領ムスタファ・ケマル・
アタトゥルクと女性支持者たち（1925年頃）
（出典：http://candiamond.wordpress.com/
tag/mustafa-kemal-ataturk/）
共和国宣言から1970年までの間で、女性
は、法律の上でだけではなく、現実の社会
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でも男女平等を実現するために努力を続け
た。とくに上流階級の女性たちは、社会進
出も進み、活発に活動を展開した。ただ、
それはトルコ全体でみると、女性の生活に
大きな変化を及ぼすまでには至らなかった。
というのも、伝統が強く残っている地方社
会が、この急激な変化を受け入れなかった
からである。まだまだ多くの女性は、主婦
や母親になることを選んだ。
さらに時代が進むと、男女平等を要求し
た女性たちの多くは、男性と同等に長時間
働くことを要求され、それがどれほど重荷
になっているかに気づきはじめた。この女
性の殆どは「働く女性」「妻」「母親」の役割を
同時にこなし、疲労困憊していた。あるい
は、そのために、「妻」や「母親」になること
を諦めた女性たちもいた。
1970年代に広がった左翼運動においては、
女性は男性と一緒に政治的な活動に参加す
ることが期待された。その結果、次第に女
性が外見においても「男性化」してきたとい
われた。男女平等の主張が、女性が職場で
産休をとることを妨げてしまうという反動
も生まれた。そのような現象に対して、女
性たちは、今度は、女性の固有性にもとづ
く新しい制度を要求するようになった。
さて、共和国建国より2000年までに起
こった社会変化は、多くの小説や物語など
に描かれている。共和国建国後、初期に活
躍した作家の殆どは男性だった。彼らの作
品では、オスマン帝国時代のイスラム教中
心のトゥルク文化を引きずっていた女性た
ちが近代的な女性へと変化することが、家
族の中でいかに困難だったかが描かれた。
これについで、1970年代になると、女性作
家の活躍が顕著になってきた。確実に数を
増やしてきた女性作家たちは、自分たちが
実際に直面している問題を作品の主人公の
口をかりて社会に伝えた。
1980年以降の文学では、社会の中の女性
の姿だけでなく、女性の私的な生活につい
ても描かれた。例えば社会と家庭との間に
挟まれることや、職場で女性として働くこ
との難しさ、家族の無理解、離婚問題、シ
ングルペアレントで育てること、性をめぐ
る問題などである。
一方、1986年に、クーデータによって国
軍が政府に介入したことは、作家たちに絶
望感を生じさせた。その結果、1980年代の
末には、女性作家だけでなく男性作家も現
実を描くことをやめ、現実から逃避した架
空の物語を主題とする作品を書き始めた。
このような傾向の一端として、ポストモダ
ン文学への傾倒や、イスラム教とイスラム
神秘主義への傾斜がみられるようになった。
1980年代以降の文学作品ではさまざまな
タイプの作品がみられる。1980年から90年
ごろまでは、社会的な問題を取り上げる作
家が現れた。1990年以降では、個人の私的
な生活を描く作家が登場し始めた。この時
代に書かれた小説や物語には、次のような
テーマが書かれている。たとえば、トルコ
が置かれているアジアとヨーロッパの狭間
という地政学上の位置づけ、およびアジア
かヨーロッパかどちらのアイデンティティ
を持つのかについての葛藤、自国にいるに
もかかわらず感じる言いようのない違和感
などが含まれる。また、孤独や個人主義と
いったテーマやトルコの過去に対する批判、
民主主義の問題、それに性の自由やドメス
ティック・ヴァイオレンスといったテーマ
もある。
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まとめ
さいごに結論をまとめておきたい。
まず、長いトゥルクの歴史の中で、女性
がどのようなイメージとして語られてきた
かを明らかにするために、トゥルク文学と
いうものさしを用いて分析したわけである
が、その際、トゥルク文学を三つの時代に
分けて理解するのがよいと考えた。その時
代とは、先イスラム期、イスラム期、そし
てヨーロッパの影響をうけた時期である。
最初の二つの時代の文学では、作者不詳
の作品を対象に考察した。この時代の作者
不詳という意味は、その作品が文字で書か
れたのではなく、口頭で語り継がれてきた
という意味である。これらの作品のもっと
も重要な特徴は、語り継がれてきた社会に
ひろく受け入れられていたということであ
る。
イスラム教が支配的になる前の時代、
ギョクタンルと呼ばれる万能の神が信じら
れていた遊牧時代の作品では、女性は、知
恵を授ける者として、そして聖なる母ある
いは妻として描かれていた。しかし、仏教
を受け入れたウイグル族の間では、神聖さ
が母親から父親に移行していた。
つぎに、イスラム教を受け入れた後の時
代のトゥルク民族の文学作品には、3つの異
なる女性観が示された。まず一つ目は、デ
デコルクト伝承に示されるように、イスラ
ム教徒になっても遊牧民のライフスタイル
を基本的に続けていた社会の女性観である。
そこでは、男性家長制をとりながらも、女
性にも大きな権利が認められていた。
二つ目は、ケレムとアスルの愛の物語に
見られるような女性観である。そこでは、
人のいいなりになる受け身の若い女性、そ
の反対に娘と夫や回りに対して権威をふる
う母親のタイプが描かれていた。
三つ目の女性観は、大都会での生活を反
映しているメッダー話に示された女性観で
ある。そこでは、裕福で精神的にも強い女
性がよくもあしくも描かれていた。
最後の時代として、ヨーロッパの影響を
うけた時代の女性観について考察した。近
代になると、近代ヨーロッパの影響が社会
のさまざまな分野に入ってきた。政治的な
領域では、憲法が制定され、タンジマート
と呼ばれる政治改革が進んだ。この時代、
近代のヨーロッパスタイルの生活に憧れた
作家たちは、トゥルク社会での女性の地位
と権利についてヨーロッパ的な視点にもと
づいて作品を書いた。近代化を進めるため
に、まず男性たちの中に市民的自由や女性
の権利を主張する人々が現れ、この流れに
女性たちも参加していった。これらの動き
は、新聞や雑誌などの言論でも活発に取り
上げられ、結果として、女性の権利は大き
く進んだ。特に女性は、憲法制定によって、
家庭と社会の両面で重要な権利を獲得した。
第1次大戦をへて共和国に移行したあとの
時代では、女性は、良妻賢母であるだけで
なく、教育や職を持つことが政府主導の政
策として強力に奨励された。これを第1期
フェミニズムと呼びたい。しかし、その目
標を達成しようと努力をした女性の多くは、
社会からさまざまな妨害も受けた。また、
男性と同じようになろうとした結果、女性
としての固有性を忘れてしまっていること
に気づいた。その反省から、1970年代では、
第1期フェミニズムとは異なる形で、女性と
しての固有性にねざした新しい制度が要求
された。
この時代では、近代主義的な作家たちと、
イスラム教を信奉する作家たちが、女性の
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社会での地位について、それぞれの見方で
文学作品を発表するようになった。他方、
社会的政治的変化にさらされた、特に都会
の女性の作家たちは、個人の私的な生活に
焦点を当てた作品を描き始めた。そこには、
自分の体験や希望が反映されていた。
最近の文学では、男性、女性ともに多く
の作家が社会と個人の両面におけるさまざ
まな問題を明らかにする作品を書いている。
それらの作品は、小説、エッセー、新聞コ
ラム、ウエッブページなどの電子媒体など、
さまざまな種類の表現形態をもち、また思
想的にも、リアリズム、ポストモダニズム、
ファンタジー、宗教的神秘主義など多様性
を示しているのである。
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